
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

   

   

 

 

   

 

   

 

 
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成26年３月期第１四半期の業績（平成25年４月１日～平成25年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第１四半期 1,482 △1.6 △28 ― △25 ― △27 ―
25年３月期第１四半期 1,506 14.0 35 19.9 26 0.3 22 8.1

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年３月期第１四半期 △3.62 ―
25年３月期第１四半期 3.02 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年３月期第１四半期 2,924 987 33.8
25年３月期 3,033 1,013 33.4

(参考) 自己資本 26年３月期第１四半期 987百万円 25年３月期 1,013百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

26年３月期 ―

26年３月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00

３．平成26年３月期の業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,823 △6.0 5 △89.0 △2 ― △2 ― △0.35
通期 6,027 △5.5 16 37.6 1 ― 1 ― 0.14

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



  

   

   

     

   

   

 

 

 

 
  

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期１Ｑ 8,222,000株 25年３月期 8,222,000株

② 期末自己株式数 26年３月期１Ｑ 658,390株 25年３月期 641,390株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期１Ｑ 7,574,676株 25年３月期１Ｑ 7,533,306株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決
算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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 当社の主力事業が属する石油業界の第１四半期累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日）

は、円安の進行を受け、原油調達価格が上昇しました。国内の石油製品需要は、揮発油、軽油等につい

てはほぼ前年並みとなり、電力用重油の需要が節電効果などの影響で減少し、全体では前年に比べて減

少しました。 

このような状況の中、当社の第１四半期累計期間の売上高は１４億８２百万円（前年同四半期比 

1.6％減）、営業損失は２８百万円（前年同四半期、営業利益３５百万円）、経常損失は２５百万円

（前年同四半期、経常利益２６百万円）、四半期純損失は２７百万円（前年同四半期、四半期純利益２

２百万円）となりました。  

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。  

当社石油事業のサービスステーション部門におきましては、油外商品の強化というテーマをより具体

的なメニューに落とし込み、確実な利益確保に努めております。「レンタカー」事業は、車両入れ換え

と増車を行い、売上も順調に推移しております。「車検」は、提案型の要素を強めたお見積りにより客

単価の向上を図り、収益増に努めております。「洗車」は、コーティングを含めた専門店化をより強化

し、収益アップを図っております。また、新たな油外強化策の一つとして「タイヤ」に注力しており、

商品の拡販と同時に作業収益増に努めております。原油価格の下落等によりガソリンの店頭価格が４月

第２週より８週連続の下落となったものの、それを上回る油外収益等で吸収し売上高は計画を上回る結

果となりました。しかし、市況の悪化を反映し営業利益は計画を下回りました。 

直需・卸部門におきましては、為替の円安や中東における地政学リスク等の影響で原油価格の不安定

な動きが続きました。需要家のコスト意識、消費者の環境・節約志向の中、新規開拓、既存客シェアア

ップに注力した結果、売上高は前年実績及び今期計画を上回りました。今後は口銭の確保、販売管理費

の抑制により、営業利益の達成を目指して参ります。  

これらの結果、石油事業におきましては、売上高１３億１５百万円（前年同四半期比 0.3％減）、営

業利益１０百万円（前年同四半期比 81.2％減）となりました。 

専門店事業であるサイクルショップ「コギー」におきましては、特価商材の導入や欠品防止対策を強

化したことにより、売上高は前年実績を上回りました。一方、作業収益の確保に注力した他、値入率の

高い商品の導入、販売を積極的に進めて参りました。 

これらの結果、専門店事業におきましては、売上高１億５６百万円（前年同四半期比 10.7％増）、

営業利益３百万円（前年同四半期比 66.2％増）となりました。 

不動産事業におきましては、現在、空室のテナント誘致活動中のため、売上高１１百万円（前年同四

半期比75.9％減）、営業損失２百万円（前年同四半期、営業利益２９百万円）となりました。 

  

当第１四半期会計期間末における総資産は、２９億２４百万円（前事業年度末比 １億９百万円

減）、純資産は９億８７百万円（前事業年度末比 ２６百万円減）となりました。 

資産のうち流動資産は９億９２百万円（前事業年度末比 １億２２百万円減）、固定資産は１９億３

１百万円（前事業年度末比 １３百万円増）となりました。これらの増減の主なものは、現金及び預金

の１億４百万円の減少、受取手形及び売掛金の４５百万円の減少、前渡金の２２百万円の増加、建設仮

勘定の５百万円の増加によるものであります。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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負債につきましては１９億３６百万円（前事業年度末比 ８３百万円減）となりました。流動負債は

１０億１８百万円（前事業年度末比 ６０百万円減）、固定負債は９億１８百万円（前事業年度末比

２２百万円減）となりました。これらの増減の主なものは、買掛金の７４百万円の減少、短期借入金の

２４百万円の増加、長期借入金の２６百万円の減少によるものであります。  

純資産につきましては、四半期純損失を計上したことにより、９億８７百万円（前事業年度末比 ２

６百万円減）となりました。  

  

売上高は計画通りに推移しておりますが、営業利益、経常利益に関しては、不動産事業におけるテナ

ント誘致活動や耐震診断設計など不透明な状況に備え、業績予想については据え置くことといたしま

す。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 258,944 154,316

受取手形及び売掛金 548,313 503,184

商品 278,849 280,069

その他 37,307 61,197

貸倒引当金 △8,658 △6,206

流動資産合計 1,114,757 992,561

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,278,551 1,278,551

その他（純額） 333,787 342,515

有形固定資産合計 1,612,338 1,621,066

無形固定資産 1,004 1,004

投資その他の資産   

差入保証金 280,513 285,757

その他 73,057 72,124

貸倒引当金 △48,407 △48,407

投資その他の資産合計 305,162 309,474

固定資産合計 1,918,506 1,931,545

資産合計 3,033,263 2,924,107

負債の部   

流動負債   

買掛金 393,498 318,694

短期借入金 433,818 458,502

1年内返済予定の長期借入金 100,913 103,515

未払法人税等 9,689 2,345

その他 141,165 135,344

流動負債合計 1,079,085 1,018,403

固定負債   

長期借入金 524,172 497,954

長期預り保証金 76,644 82,805

再評価に係る繰延税金負債 294,660 294,660

退職給付引当金 20,235 20,235

その他 24,721 22,459

固定負債合計 940,434 918,115

負債合計 2,019,519 1,936,519
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 568,321 568,321

利益剰余金 △42,026 △69,440

自己株式 △48,989 △47,731

株主資本合計 567,305 541,149

評価・換算差額等   

土地再評価差額金 446,438 446,438

評価・換算差額等合計 446,438 446,438

純資産合計 1,013,743 987,587

負債純資産合計 3,033,263 2,924,107
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（２）四半期損益計算書 
 第１四半期累計期間 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 1,506,769 1,482,886

売上原価 1,196,996 1,248,681

売上総利益 309,773 234,204

販売費及び一般管理費 274,715 262,350

営業利益又は営業損失（△） 35,058 △28,145

営業外収益   

受取利息 328 484

受取配当金 170 174

仕入割引 413 237

神奈川県臨時特例企業税還付金 － 7,223

その他 198 286

営業外収益合計 1,111 8,405

営業外費用   

支払利息 4,867 4,495

その他 5,179 1,146

営業外費用合計 10,047 5,641

経常利益又は経常損失（△） 26,122 △25,381

特別利益   

店舗閉鎖損失引当金戻入額 2,130 －

特別利益合計 2,130 －

特別損失   

訴訟関連費用 2,200 －

店舗閉鎖損失 － 32

特別損失合計 2,200 32

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 26,052 △25,413

法人税、住民税及び事業税 3,291 2,000

法人税等合計 3,291 2,000

四半期純利益又は四半期純損失（△） 22,761 △27,413
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△52,395千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△52,395千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第１四半期累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△39,820千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△39,820千円であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

該当事項はありません。 

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期
損益計算書 
計上額 
(注)２石油事業 専門店事業 不動産事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,319,490 140,955 46,323 1,506,769 ― 1,506,769

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,319,490 140,955 46,323 1,506,769 ― 1,506,769

セグメント利益 55,794 1,966 29,692 87,453 △52,395 35,058

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期
損益計算書 
計上額 
(注)２石油事業 専門店事業 不動産事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,315,662 156,067 11,156 1,482,886 ― 1,482,886

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,315,662 156,067 11,156 1,482,886 ― 1,482,886

セグメント利益 10,463 3,268 △2,057 11,675 △39,820 △28,145

－　7　－

ダイヤ通商株式会社（７４６２）平成２６年３月期　第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）




